
のでしょうが,それは:一面あの母親達と心情的vc癒着 したと思われる作品を生む ことVCなったよう

です｡次男が ｢日本の作家の ものはチマテマしていてお もLろ くなLn｣と批判 しているのは, こう

い う点では覆いでしょうか｡読書感想文にしても,評価をうけるものがある種のク1プVC固定する

傾向があbます,子 どもをとbまく間超は一筋縄 ではいかをV,ようです. (3回生 )

ちりからおんがくへ

森 田 恵 子

リサイクルの とと

今年の九月ve,グレックス ･ステラ7)ス(星のグル-プの意 )演奏会 と称 して,第一生命ホール

で ピアノのジョ1ン ト･リサ1クルをお茶大音楽科卒業生六名で開き,私 もその末席 を汚 しました｡

皆努力の甲斐あって (私などは もう少 しでノイローゼになるところでした)無事に終わD, ｢ひと

bひとbがみ夜臭った音を出 し,個性の表われた｣演奏であったとの評 をいただきました｡

私は ドビエツシーの ｢ピアノのためVE｣とい う十五分位の/J､曲を弾 き, 目下 ドビュッシ-昨夢中vC覆

ってV,る所です.

ドビュッシーに凝るのこと

たしか去年の今頃か ら- これ迄 も音楽上のいろV,ろ75:人 vE一時的vc凝っては卒業 して行ったの

ですが (例えば小沢征爾,バーンシュタイン, フォーレ, ラグェル等 )- ドビュッシーの音楽 を

この上なく美 しいと感 じ,此度のは今までVC夜 く夢中に覆って, ドビュッシーVCついての凡ゆるこ
●●●●

と, といって も出版されている全部の楽譜 と古今東西の書物 を集めることを目ざして私をbK専心

し,まだその途中ですが,すでVC財力をはるかVCオーバー したため,今は中休み しています｡レコ

- ドには壇だ手をつけていませんが,さてこれだけあれば もうヒモとくのVC一生かかる位で,隠居

後ゆっくb読むのが今か ら楽 しみです｡

ピアノが好 きになるまで

最近のこと, ｢へえー, ピアノが好 きな人がいるんですか｡珍 らしL̂人がいるものですね.｣ と

感心されたのか,ばかVCされたのか分 らなV}ようなことを云われて変 夜気持vc夜bました｡ ピアノ

は幼時か ら習わされ,ずっと嫌いでしたが,戦後たけの こ生活で ピアノが無 くなってからは大分淋

しい思いを し,地理 なんて場 ちがいなところに入 って しまうとをおさらピアノが恋 しく夜D,卒業

してやっと月ブでピアノを手vC入れると,先生 vcつV,て習いま した｡その先生が音楽のすぼ らしさ

を感 じさせてくれました.私の-生の恩人 といっても決 して大げさではあbません｡
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私はどうしてよV,か分 らない位音楽が好きve夜b. もっと良く知 bたいためVC音楽科vc学士入学

しました｡そ こでの幸せな日々を過す うちVC,不思議 なことVC体 も丈夫VCなD,学校を休むことも

をくなDで Lた.L, どんを授業でも,一時間のうちVCは何かしら学べるものがあることが分bまし

た｡

かくして,音楽vcあけ くれていますが, ピアノが本当ve好 きなんだと実感 したのは この九月以来

のことでした｡ ピアノが弾けを くて苦 しんだ分だけ,或はそれ以上vC, ピアノ音楽の よさが抗 Lが

たい力となってはね返って くるのです｡

地理をやったとVlうこと

それでは:地理をやった (いや通過 した?)ことは:どんな意味があったかと申しますと,私VCとっ

てそれは大 きな影響力をもっています｡大学 を二度出るとV,うことqj:, あなが ち無駄 でもなVlL,

劣等感をもつべき性質のものでもなVlとLハうことが分bました｡ あたbを見まわす とそ うい う方が

多vlのを知って意を強 くしました｡地理 と音楽とは全 く関係のない分野ですが,人間が経験 したこ

とで全 く無駄なこととい うのQj:あb得ないと思います｡学生時代vCはあんなVC分 らなかった地理的

なものの見方を今折bKふれてしているのです｡物事の判断ve規拳があることは必要 ですが,いつ

も一つの観点か らのみ見ることは偏見 となってあらわれることもあbます.

そ う思 って,誘われれば時々巡検や調査の旅 などVCもお伴を.させて頂き,仕草でなく地理学にふ

れるのqj:とて もV,い気持だ夜と思 って おbます｡ (8回生 )

オペ レーター八 ヵ月目

日比野 洋 子

今この原稿を書いているのは 12月 1日で何 を意味するかといえば, この原稿の〆切の翌 日であ

D, (これか ら書V,て大学VE届けvC行 くのです )社会人VCなってちょうど八ヵ月目VCあたる日なの

です｡

国際電話局のオペに なってほ ぼ二 カ月,仕事の内容 も不十分なが ら覚え,すでVE後輩 を迎える

VCいたってい卦 ｡女性ばか bの城では さ ぞ か し気苦労 も多かろ うと心配 して くれる学友の声を後

vc,さもあDをんと覚悟を決めて入社 したのですが,居心地満点,かつ何年いても追V>出される心配

がなさそ うなので当分腹を落ち着けそ うです｡

周囲はおをV,年 ぐらV,の女性がほとん どで.,毎日ギャ-ギャーと騒tJlでいるので とて も職場の
●●

雰囲気 とは:言えず, むしろ学生時代の延長のような感 じです｡ これらひらのオペ達の上ve,四年 目ぐら
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